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バラ科の系統樹  ✵ Rosaceae
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木本；葉は単葉、羽状浅裂または羽状分裂、下面はまばらに緑色の綿毛が生えるか無毛
花弁は白、花柱は２，果実は大きく、濃茶色で密に大小の皮目がはいる。ヨーロッパ～イラン、アフリカ北西部

木本/灌木；葉は単葉で下面に白いビロード毛がある；花弁は白～黄色；花柱は2‐3,果実は大きく、
赤～クリムゾン～オレンジ色、中小の皮目が散在する。アフリカ北西部、ヨーロッパ～中央アジア、中国中央部

灌木、葉は単葉で下面は無毛、花弁はピンク色、花柱は2(3)
果実サイズは中程度、赤色、中小の皮目が散在する; ヨーロッパ中央部・南部

多年生草本、匍匐性、クッション状, 多少とも無毛, 葉は三小葉、小葉の縁は鋸歯がある
花は単性、頂生し、白～クリーム色、雄蕊10本、花盤あり; ヒマラヤ～中国中央部の南

多年生草本、根茎/肥厚した茎をもつ、葉は掌状または羽状、托葉状の耳葉は腹側にある；雄蕊５－多数、
雌蕊少数～多数、花柱は通常側性（頂性に近いものもある）; 北半球温帯域、ニュージーランド

多年生草本、ロゼットあり、雄蕊15⁻多数が雄蕊内花盤にある、雌蕊12‐25、花柱は節があり、早落
中央アジア、シベリア、中国中央部・西部

ROSACEAE
バラ科  

葉は複葉, 托葉あり, 鋸歯縁, 2列に配列することはない(?), 稀に対生 

花は萼筒をもつ; 萼は敷石状, 花被は離生 (しばしば爪を持つ),  

通常雄蕊は多数

蜜腺は萼筒上または雌蕊の基部, 心皮はしばしば離生 

果実は集合痩果/集合核果または袋果 (pods),  

しばしば萼筒/花床を含む 

(肉質 ‚ナシ状果‘) 

青酸配糖体をつくる

 110属
～3000種

チョウノスケソウ亜科 
DryaDoiDeae

バラ亜科 
 rosoiDeae

通常単葉
花柱は宿存性で有毛 
窒素固定 フランキア 

ソルビトール, シアン化グリコシド

葉は通常羽状複葉
しばしば副萼をもつ

Phragmidium 属のさび菌がつく

胚珠1 / 心皮 

サクラ亜科 
amygDaloiDeae

花は通常 5数性, 通常両性花 
副萼はない

心皮は通常 5 または少数
胚珠 2/心皮

果実は通常袋果
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 COLE TCH, IKEDA H 池田　博, TAKANO A 髙野 温子 (2023) バラ科の系統樹
Japanese version of: COLE (2023) ROSACEAE Phylogeny Poster (RosPP)

• 亜科、一部の連、現在認識されている110属中84属を掲載した系統樹  
それ以外の属は下のノートを参照せよ。幾つかのより小さい属はかつて系統解析に用いられたことがない

　 • 主として葉緑体遺伝子を用いた分子系統解析に基づく仮定的系統樹
　 • 系統・分類・その他形質については下の文献を参考にしている

　 • 系統樹の枝長は実際の時間スケールを表してはいない
　 • ここで取り上げた形質は（主にKalkman 2004から採っている）、あるクレードの全てのメンバーに適用されるわけではない

　 • 種数（灰色で表示）は概数、主としてPOWO（Plants of the World Online）に依っている

ノート
アレモニア属（１）はハゲニア属の姉妹群である
ベンコミア属（３）はワレモコウ属の姉妹群である

Chamaemeles 属の系統的位置は不明, おそらくは  Osteomeles / Hesperomeles に近いものであろう
Cowania 属は Purshia 属に含められる

ドキニア属はリンゴ属に含まれる
Eriolobus 属はおそらくリンゴ属 Malus に近いものであろう

 ビワ属 Eriobotrya はシャリンバイ属 Rhaphiolepis に含められる (Liu et al. 2020 による)
Farinopsis 属は クロバナロウゲ属 Comarum に含められる

ダイコンソウ属 Geum は Acomastylis を含む
ヘテロメレス属はカナメモチ属に含まれるマルセテッラ属はベンコミア属に近縁である

Mespilus 属はサンザシ属 Crataegus に含められる
ミクロメレス属は、アルニアリア属、ドゥニアリア属、グリフィタリア属、トムソナリア属、ウィルソナリア属を含む（Ma et al. 2023)

ノヴォシエベルシア属はダイコンソウ属に含まれる
Pleiosepalum 属は ヤマブキショウマ属 Aruncus に含められる

キジムシロ属 Potentilla ヘビイチゴ属 Duchesnea, Horkelia, Horkeliella, Ivesia, Piletophyllum,  
Stellariopsis, Tormentilla 属を含む

サクラ属 Prunus は Amygdalus, Armeriaca, Cerasus, Laurocerasus, Maddenia, Padus, Pygeum 属を含む
ワレモコウ属 Sanguisorba は Dendriopoterium, Poterium 属を含む

Schistophyllidium 属は Sibbaldianthe 属の亜属に移された
Sibbaldiopsis 属はタテヤマキンバイ属 Sibbaldia に含められる

シーベルシア属（２）はファルギア属の姉妹群である
Stephanandra 属はコゴメウツギ属 Neillia に含められる

Stranvaesia 属の一部はカナメモチ属 Photinia に含められる
Tetraglochin 属は Margyricarpus 属に含められる

ティロスペルマ属（２）はエゾツルキンバイ属の姉妹群であり本属に含まれる
ワルドステニア属（６）はコルリア属に含まれる

Xerospiraea はおそらくは シモツケ属 Spiraeeae に近いものであろう

* ナナカマド属 Sorbus – 以下の属はナナカマド属より分けられている (ぞれらの系統的位置については未だ不明である):  
Borkhausenia, Hedlundia, Karpatiosorbus, Majovskya, Normeyera (Li et al. 2012, Lo & Donoghue 2012, Sennikov & Kurtto 2017)

参考文献
Chen X et al. (2020) Plant Syst Evol 306: 9

Dobeš C & Paule J (2010) MPE 56: 156–175
Eriksson T et al. (2022) Taxon 71(3): 493–505
Guo W et al. (2020) Phytotaxa 447(2): 103–115 

Kalkman C (2004) in: Kubitzki K (ed) FGVP VI, pp 343–386
Li QY et al. (2012) Bot Stud 53: 151–164

Liu BB et al. (2019) J Syst Evol 57(6): 678–694
Liu BB et al. (2020a) Front Plant Sci 10:1731; (2020b) MPE 147: 106784

Liu GN et al. (2023) PhytoKeys 229: 47–60
Lo EYY & Donoghue MJ (2012) MPE 63: 230–243

Ma JH et al. (2023) Phytotaxa 589(2): 179–190
Potter D et al. (2007) Plant Syst Evol 266: 5–43

Sennikov AN & Kurtto A (2017) Mem Soc Fauna Flora Fennica 93: 1–78
Sojak J (2008) Bot Jahrb Syst 127: 349–358; (2010) Thaiszia 20(2): 91–97

Sun JH et al. (2018) BioMed Res Int 7627191
Tang C et al. (2022) BMC Plant Biology 22:495 

Xiang Y et al. (2017) Mol Biol Evol 34(2): 262–281
Zhang SD et al. (2017) New Phytologist 214: 1355–1367

Hartmut H. Hilger とPeter F. Stevensには有益な助言や示唆を頂いた
私の友人Christoph Dobeš (†2020)との思い出に

葉は2列に配列, 鋸歯縁がめだつ, 葉身基部は非対称
葉脈の二次脈は羽状, 鋸歯の先まで入る; 托葉あり

花は小形, 部分的に完全花
花被片4-9, 心皮2, 雄蕊4-9

果実は翼果または堅果 
種子は扁平

 葉は螺旋状に配列, 托葉は短剣状で宿存性 
花は単生し, 5-8数性; 副萼は 4-8 裂 (小花柄上)

萼は基部で合着, 花弁は回旋状, 蜜腺は花弁の基部か花弁の基部付近の付属体上 
葯は外向性で長く，先端から開く; 心皮は8個で合着し, 縦に深い溝をもつ稜となり, 萼に対す 

果実には嘴があり, 基部から裂開し, 内部には綿毛が生え, 柱状構造を持つ  
「萼筒」上部は脱落する; 種子は側面から扁平

雌雄異株; 葉は対生し全縁, 托葉はなし
花序は束生し, 苞葉はない 

萼筒はない; 単花被花 
蜜腺はない; 心皮1-2(-3), やや離生

果実は小堅果, 花被片は花後に伸長し翼状になる
種皮は不明瞭

刺をもつ 落葉性低木 
根における窒素固定フランキア

鱗状毛/星状毛が生える, 葉縁は全縁, 托葉はない
単花被花でやや花弁状, 雄蕊は花被片の2倍で, 花

筒の口部につく; 花粉は 3核性, 心皮1 
萼筒は花後に膨らみ肉質化し，果実を密に包む

粘液細胞あり 
花序は集散花序 

萼筒あり, 蜜腺あり 
萼は敷石状,  

花弁には爪がある
柱頭は乾性

胚珠 1/心皮, 上向性 
珠孔は内珠皮性

雄蕊は花弁と同数で対生/花被片に互生 
蒴果は胞間裂開する 

胚珠は基生
子葉は大型

花は小形, 萼は合着 (縦に稜がある) 
花弁は僧帽形で爪があり, 雄蕊に取り囲まれる 

雄蕊は4-5で, 花弁に対す; 花糸は花弁の基部に合着する
果実の基部には盛り上がった環状部  

[= 脱落性萼筒] がある 
種子はしばしば側面から扁平 (仮種皮をもつ)

主に木本性; 乳管が発達し，乳液を出す
葉は螺旋状に配列し，葉脈は細かい格子状; 托葉は茎頂を包む

多数の花が密集した花序をつける; 花は 4数性
雄花は盾状の苞をもつ

果実は痩果 (または核果)で, 膨大した花序軸と花被とともに肉質化する

葉は2列性, 鋸歯縁, 
斜上する葉脈は鋸歯に直接入らない 

托葉はやや葉柄間 
前葉性の芽が発達 

果実は球形で痩果/核果

葉脈は格子状, 葉裏は白色あるいは斑が入る; 托葉あり
花序は集散花序で枝分かれする 

雌花序はしばしば頭状; 花は小形, 心皮1
葯はしばしば瞬時に裂開する 

果実は堅果/痩果

果実は閉果, 萼および/ 
あるいは萼筒は宿存性

胚乳は退化的またはない
9 科, 263 属, ~8000 種

花柱は分岐する 
胚珠は下向性 

単細胞の毛をもつ (通常微細な乳頭状) 
葉脈の二次脈は掌状

托葉は茎性から葉柄間
花は不完全花

柱頭には1本の維管束が入る 
果実は扁平ではないか, わずかに扁平

胚は湾曲する

単細胞の毛および多細胞の 
腺毛が生える

葉身の二次脈は非腺性の 
鋸歯にそのまま入り，

細脈は鋸歯付近で収束する 
[イラクサ型]
托葉は茎性

花は小形 (直径<7 mm),  
通常雌性先熟, 

単花被花で花被片は萼状で瓦重ね状 
雄蕊は花被片と同数で花被片に対す 

花粉は孔粒 
蜜腺はない; 心皮(2), 

背軸側の一個のみが成熟する 
柱頭は無柄, 離生し開出する  

(受粉する部分は向軸側を向けて垂れ下がり,  
部分的に合着する)

胚珠 1, 頂生で下垂する 
果実は核果

胚乳はほとんどない 
一般的に多胚形成をおこなう

雌雄異株
乳管をもち, 乳液を出す

葉脈は羽状脈系

花被片は敷石状 (瓦重ね状)
雄花: 雄蕊は芽中で湾曲する 

(瞬時に伸展する)
花粉は 2または5孔性,  

退化雌蕊あり
種皮は不明瞭

 バラ科        rosaceae

バ
ラ
目

 バルベヤ科  BarBeyaceae

 ディラクマ科  Dirachmaceae

 グミ科          elaeagnaceae

 クロウメモドキ科  rhamnaceae

 ニレ科      Ulmaceae

 アサ科        cannaBaceae

 イラクサ科  Urticaceae

 クワ科     moraceae

葉は複葉, 托葉あり, 鋸歯縁, 2列に配列することはない(?), 稀に対生 
花は萼筒をもつ; 萼は敷石状, 花被は離生 (しばしば爪を持つ), 通常雄蕊は多数

蜜腺は萼筒上または雌蕊の基部, 心皮はしばしば離生 
果実は集合痩果/集合核果または袋果 (pods), しばしば萼筒/花床を含む (肉質 ‚ナシ状果‘) ; 青酸配糖体をつくる
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 ハゲニア属       Hagenia

 ワレモコウ属        SanguiSorba

 アデノストマ属          adenoStoma

 マルギルカルプス属  margyricarpuS

 ドゥリモカリス属         drymocalliS

 クロバナロウゲ属    comarum

 テマリシモツケ属        pHySocarpuS

 リオノタムヌス属      lyonotHamnuS

 シッバルディアンテ属   SibbaldiantHe

 ヤマブキ属        Kerria

 キジムシロ属   potentilla 

 キンミズヒキ属    agrimonia

 クリッフォルティア属   cliffortia

 チョウノスケソウ属         dryaS

 ポリレピス属     polylepiS

 タテヤマキンバイ属    Sibbaldia

 オランダイチゴ属    fragaria

 カマエロドス属     cHamaerHodoS

 コゴメウツギ属         neillia

 オエムレリア属     oemleria

 リキュウバイ属  exocHorda

 シロヤマブキ属         rHodotypoS

 ポタニニア属     potaninia

 レウコシデア属  leucoSidea

 ハゴロモソウ属  alcHemilla

 コレオギネ属   coleogyne

 ホザキナナカマド属     Sorbaria

 ペンタクティナ属   pentactina

 サクラ属         prunuS

 シモツケ属        Spiraea

 ペトロフィツゥム属       petropHytum

 ケルセイア属       KelSeya

 シビラエア属       Sibiraea

 ネウィウシア属       neviuSia

 バラ属    roSa

 ケルコカルプス属       cercocarpuS

 カマエバティア属         cHamaebatia

 シモツケソウ属  filipendula

 ダイコンソウ属   geum

 スペンケリア属    Spenceria

 ファルギア属      fallugia

 キイチゴ属          rubuS

 キンロバイ属    daSipHora

 ヤマブキショウマ属     aruncuS

 ルエトケア属       luetKea

 カゲネクキア属  KagenecKia

 ギレニア属       gillenia

 ザイフリボク属          amelancHier

 トキワサンザシ属 pyracantHa

 アロニア属         aronia

 ホロディスクス属  HolodiScuS

 ボケ属        cHaenomeleS

 プセウドキドニア属     pSeudocydonia

 ナシ属   pyruS

 カマツカ属          pourtHiaea

 ミクロメレス属         micromeleS

 テンノウメ属       oSteomeleS

 ディコトマンテス属  dicHotomantHeS

 マルメロ属       cydonia

 ナナカマド属        SorbuS

 カマエバティアリア属  cHamaebatiaria

 アカエナ属         acaena

 プリンセピア属     prinSepia

 サンザシ属    crataeguS

 シャリンバイ属       rHapHiolepiS

 プルシア属        purSHia

 ウァウクエリニア属 vauquelinia

 ペラフィルム属         perapHyllum

 マラコメレス属        malacomeleS 
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 コルムス属  cormuS

 リンゴ属           maluS

 スピラエアンツス属     SpiraeantHuS
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 リンドレイア属      lindleya

 ヘスペロメレス属 HeSperomeleS

 フィプシオメレス属      pHippSiomeleS

 ストランウァエシア属 StranvaeSia

 カナメモチ属      pHotinia

 シャリントウ属    cotoneaSter
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亜高木/低木, 常緑; 萼筒は下部が細く上部で広がる; 花弁0, 雄蕊15-25(-40), 花柱は長くねじれ、羽毛状 
北アメリカ西部

低木 (芳香性の腺毛が生える), 常緑; 2-3 回偶数羽状複葉 (繊細に切れ込んだシダの葉状); 花 5数性, 両性花, 雄蕊多数, 心皮1 
カリフォルニア

低木 (矮小低木, 枝は匍匐性), 常緑; 単葉;花は 7-10数性, 雄蕊多数, 心皮多数, 花柱は伸長し有毛; 周北極-高山

低木 (腺毛が生える), 落葉性; 葉は小型で単葉, 楔形; 雄蕊20-50,心皮1(2,3), 果実は嘴状, 花柱は宿存性 
北アメリカ西部

北アメリカ

 カマエカリス属     cHamaecalliS 1

草本 (多年草), 基部は木質化 ; 副萼なし, 雄蕊5, 花弁と互生, 心皮5-10(またはそれ以上), 花柱は基生 
中央および東アジア (1種は北アメリカ)

草本または小低木; 羽状複葉 
ヨーロッパ, 中近東, シベリア, 北アメリカ

多数枝分かれする; 葉は束生し, 葉柄は刺状, 托葉は大型; 花は3数性, 単生, 雄蕊3, 心皮1 
モンゴル, 中国

羽状複葉, 下部の小葉は輪生状, 葉柄には関節がある; 萼5, 花弁5, 雄蕊20または 25(–30), 心皮30–100 
ユーラシア, 中国, 北アメリカ

草本 (多年草); 葉は3小葉; 萼5, 花弁5 (しばしば萼より小型, 白または黄色) または0, 雄蕊(4)5(-10), 心皮5-12, 花柱は側生 
ユーラシア, 北アメリカ

草本 (多年草) または亜低木, 地下茎は直立し, 長く, 木質化する; 葉は (3-)5-7-小葉, 花は (4)5-数性,  
花弁 (淡)黄色; 雄蕊10-15(20); 心皮10-15 (一部退化的), 花柱 (亜)側生/基生し短い; ユーラシア

草本 (多年草), 50 cmに達する, 地下茎は長く, 木質化する; 葉は 3- or 5(7)-小葉  
萼5, 花弁5 (紫色, 萼よりかなり短い), 雄蕊多数, 心皮多数, 花柱は側生; 萼筒は扁平; 北半球温帯地域

草本 (多年草) または小低木; 葉は掌状葉または単葉; 托葉は大型 (茎を抱く); 萼4-5, 花弁0, 雄蕊1-4(5), 心皮1-4(-12)  
(離生, 有柄), 花柱は (ほぼ)基生; ユーラシア (冷温帯), 東/南 アフリカ, マダガスカル; 北/南 アメリカ, オーストラリア

草本 (多年草), 地下茎, ストロン; 雄蕊20-多数, 心皮多数, (肉質化した) 円筒状の花床に離生, 花柱は側生し短い  
ユーラシア, 北アメリカ (1種はチリ)

 エゾツルキンバイ属   argentina 71

 草本 (多年草), 地下茎/地上茎を持つ, 時に匍匐枝を持つ; 葉は掌状葉または羽状複葉, 全て根出葉または茎葉 
雄蕊5-多数 (葯は2室), 心皮多数-少数, 花柱はやや頂生 (時に側生); 北半球温帯地域 (少数が北/東アフリカ, マレーシア, ニューギニア)

草本 (多年草); 托葉は大型; 萼筒は低い皿形;萼は宿存性, 雄蕊20-45, 花盤不明瞭, 心皮5-15 
ユーラシア (ヒマラヤおよび雲南省), 北アメリカ東部

低木 (矮小低木), 半常緑; 花は単生, 雄蕊多数, 花盤なし, 心皮多数, 花柱は有毛で宿存性 
北アメリカ (ユタからテキサスとメキシコ) 

 コルリア属  coluria 5

草本 (多年草), ロゼット; 地上茎をもつ (時に地下茎をもつ); 雄蕊20-多数, 雄蕊間の花盤が時にあるが目立たない 
心皮少数-多数, 花柱は宿存性でかぎ状に曲がる; ユーラシア (地中海地方を含む), 南北アメリカ, アフリカ南部

低木 (一部は草本), 刺を持つ; 副萼はない, 花盤はない, 心皮多数, 半球状の花床につく, 胚珠 2/心皮 
果実は小核果(集合核果); 汎世界 (主に温帯)

草本 (多年草), 地下茎を持つ; 根出葉はロゼット (茎葉少数, 退化的); 托葉は狭い翼状; 花は大型, 両性花 
副萼あり (萼に比べ非常に小型); 花弁は大型, 雄蕊35-40, 心皮2; 果実通常 1; 中国

草本 (多年草), 地下茎有; 托葉は大型で 離生; 副萼はない, 萼は覆瓦状 (花後果実を覆う), 雄蕊5-10(-20), 心皮通常2, 離生. 果実は通常1/花 
ユーラシア (ジャワまで), 北アメリカ, メキシコ, ブラジル

低木/小高木 (常緑 ?); 葉は奇数羽状複葉; 托葉は抱茎する鞘となる葉柄間托葉で, 先端は離生する
副萼あり (萼より短い), 雄蕊10, 心皮2(-4); 果実は硬化した萼筒に包まれる (副萼と萼が先端に残る)

高木 (< 20 m), 常緑; 葉は奇数羽状複葉; 托葉は大型 (翼状); 花序は下垂する; 副萼あり, 花弁は小型・微小で線形, 
 雄蕊16-20, 心皮2-3 (萼筒に包まれる); 果実は硬化した萼筒 (伸長した副萼) に包まれる

草本 (多年草) 地下茎を持つ; 萼筒は4稜をもち,萼は4, 雄蕊2-4 (あるいはより多数), 心皮1/2(-5), 離生 
ユーラシア, 北アフリカ, 北アメリカ

低木/亜低木; 乾生植物 
萼3(4), 雄蕊3-20(30), 心皮1-2; 南アフリカ

高木 (< 25 m)/低木 ; 萼3-4, 雄蕊6-多数, 心皮1(-3) 
南アメリカ (アンデス)

低木, 刺を持つ; 萼筒は４稜がある 
萼(3)4(5), 雄蕊(1)2(3), 心皮1; 南アメリカ; ブラジル南部, ウルグアイ

草本 (多年草),基部は木質化する; 萼(3)4(-7), 雄蕊4(1-10), 花盤はない, 心皮1(2-4), 離生 
南半球 (南アメリカ, 南アフリカ, オーストラリア, ニュージーランド)

低木 (しばしば腺毛あり), 刺や剛毛で覆われている; 花にはしばしば芳香がある, 副萼はない, 萼(4)5, 花弁(4)5, 雄蕊多数, 心皮多数 
果実期に萼筒は肉質化する (バラ状果); 北半球の温帯地域 (アジアに豊富), 熱帯高地

高木, 常緑, 樹皮は薄くはがれる; 葉は対生; 托葉は早落性; 萼5 (宿存性), 花弁5, 雄蕊15, 心皮2, 子房は合着し, 花柱は太く, 柱頭はやや頭状 
果実 2, 小型で木質化した袋果; 種子は扁平; シアン化グリコシドなし; サンタカタリナ島 (カリフォルニア)

托葉は早落性; 雄蕊多数, 心皮2-5 
北アメリカ, 北東アジア

托葉は大型; 萼筒と小花柄には腺毛が生える; 雄蕊5-多数, 心皮1(2) 
インドから朝鮮半島, 日本, 中国, ベトナム (1種はスマトラとジャワ)

低木/亜高木, 落葉性; 雌雄異株; 托葉なし, または痕跡的; 花は芳香性, 花弁には短い爪がある, 雄蕊15, 心皮5; 果実は核果 
北アメリカ西部

低木, 落葉性; 花は大型, (4)5-数性, 両性, 雄蕊15-30で3-5束, 心皮5; 果実 5, 袋果 
シベリア, 朝鮮半島, 中国

低木, 落葉性; 茎には刺がある; 托葉は小型; 雄蕊10-30 
中国, モンゴル, ヒマラヤ, 台湾

低木, 落葉性; 果実は袋果（大型）

低木
托葉は向軸側に付き、合着する

花柱はやや基生

萼5, 花弁5

葯は1室

副萼あり

花床は膨らむ
果実は痩果 
（集合痩果）

副萼なし 
花弁なし

心皮1-5

低木, 落葉性; 葉は対生; 萼筒は小型; 花は 4数性, 萼は大型/葉状 (萼の歯牙は副萼様),  
花弁は大型, 雄蕊多数, 心皮4(2-6); 中国, 日本

低木, 落葉性; 枝は刺状; 葉は対生, 托葉は小型で宿存性; 花は4数性, 萼4 (大型で宿存性), 花弁0, 雄蕊20-40, 心皮1, 花柱は側生し, ねじれる 
子房の周囲に「鞘状」の組織あり; アメリカ南西部

低木, 落葉性; 托葉は小型; 花は長い小花柄につき目立つ, 萼は大型で葉状, 花弁0または小型, 雄蕊多数, 心皮2-5 
果実は集合痩果; アメリカ南東部とカリフォルニア

低木, 落葉性; 花 (萼と花弁) 大型, 雄蕊多数, 心皮5-8 
中国, 日本

高木/低木; 葉には花外蜜腺あり (葉縁/下面/葉柄); 萼筒は花後に一部または全部が脱落する  
雄蕊15-多数, 心皮1; 果実は核果; 世界中

果実は小堅果

低木, 常緑性, 樹脂をもつ; 葉は単葉で硬い; 花は多数で小型, 雄蕊10-15, 心皮1 
果実は痩果; 北アメリカ西部

低木 (矮小低木), 常緑性, 芳香のある腺毛が生える; 葉は羽状複葉; 雄蕊60, 心皮5 (基部で合着) 
果実は袋果 (両側の縫合線で裂開); アメリカ西部

低木, 落葉性; 葉は奇数羽状複葉 (小葉は切れ込む); 萼は宿存性, 雄蕊20-50, 心皮5 (部分的に合着) 
果実は袋果 (萼筒から突出する); 中央/東アジア

岩場に生える低木 (<70 cm), 落葉性; 葉は心形で切れ込む; 花は両性花で5数性 (‚星形‘), 花弁には爪がある, 雄蕊20, 心皮5 (離生) 
果実は両側の縫合線の端で裂開する; 絶滅危惧種; 北朝鮮

低木, 落葉性; 葉は切れ込む (しばしば先端部のみ) 
花は 5(4)数性, ほとんどは両性花, 雄蕊15-多数, 心皮5 (花弁と互生, 離生); 果実は袋果; 北半球温帯地域

低木 (匍匐性), 常緑性; 葉は束生し革質; 雄蕊20, 心皮3-5 (離生) 
果実は両側の縫合線に沿って裂開; 北アメリカ西部

低木, 落葉性; 葉は単葉で全縁; 花は単性, 雌雄異株; 雄蕊20 (仮雄蕊 20), 心皮5, 基部で合着 (退化雌蕊 5) 
果実は両側の縫合線に沿って裂開; 中央/東 アジア, 南東ヨーロッパ

矮小低木 (クッション状), 常緑性; 葉は単葉で全縁, 革質; 雄蕊10, 心皮3-5 (離生) 
果実は両側の縫合線に沿って裂開; アメリカ北西部

低木, 落葉性; 葉は浅裂; 雄蕊20, 心皮4-5 (離生); 果実は痩果(集合痩果) 
北アメリカ北西部, 中央アメリカから南アメリカ北部

低木 (木質化した匍匐枝/直立する草本性の花茎), 常緑性; 雄蕊20, 心皮(4)5(6) (離生) 
果実は両側の縫合線に沿って裂開; 北アメリカ北西部

草本 (大型), 根茎太い; ロゼット葉と茎葉; 花は通常単性, 雌雄異株, 雄蕊15-30, 心皮3-5 (離生),  
花柱はしばしば斜上する; 果実は袋果; 北半球温帯域

低木, おそらく常緑性; 葉は奇数羽状複葉 (小葉多数); 花弁はピンク色, 雄蕊20-25, 心皮2-5 (基部で合着) 
果実は袋果 (両側の縫合線で裂開); カザフスタン

托葉なし
   副萼なし
   花弁あり

   心皮は離生, 花柱は離生
   胚珠(2)6-8/心皮

子房は合着する

草本 (多年草), 地下茎; 葉は3小葉で短い葉柄をもつ; 花は大型 (長い小花柄につく), 雄蕊10-20, 心皮5 (離生) 
果実は袋果で果期には萼筒を突き破る; 北アメリカ東部

 カマエメスピルス属 cHamaemeSpiluS 1

 アズキナシ属            aria 57

 カエデバアズキナシ属 torminaliS 1

低木 (時に匍匐性), 小高木 (稀); 托葉は宿存性; 花は小型, 萼は宿存性,  
雄蕊(6-)10-20(-30), 心皮(1)2 または 3(-5); 果実に石細胞はない; アジア (ヨーロッパ, 北アフリカ, エチオピア)

低木/高木; 萼長い, 雄蕊10-25, 心皮2-5 (合着); 果実は肥厚した萼筒, 石細胞あり; 種子は数個で小型 
東南アジア, 中国, 日本 

低木/(小)高木, 常緑性; 萼は早落性または宿存性; 雄蕊15-20(-40); 心皮2-5 (合着); 果実は主に萼筒由来で肉質; 種子1-3, 大型
東/東南アジア, ヒマラヤからボルネオ/スマトラ

刺はない

低木/亜高木, 落葉性, 刺はない; 葉は奇数羽状複葉 ; 萼は早落性だが萼筒は宿存性, 雄蕊20, 心皮2-5 
古い果実は食用可, 石細胞あり; ヨーロッパ南部

低木/小高木, 落葉性, 刺はない; 葉は単葉, 主脈は直接先端まで到達する 
萼早落性; 心皮3-4; 果実には石細胞あり; 東南アジアと東アジア

低木/高木, 多くは落葉性, 刺はない; 葉は奇数羽状複葉; 萼は宿存性, 雄蕊20, 心皮2-5 
果実に石細胞はない; ユーラシア温帯地域, 北アメリカ (メキシコまで)

高木/低木, 時に刺をもつ, 落葉性; 葉は単葉; 托葉は早落性;  雄蕊15-30, 心皮2-5, 花柱は離生 
果実は洋梨形から球形, 石細胞多い; ユーラシア, 北アメリカ

高木/低木, 刺はあるかまたはない, 常緑性; 花序は白または灰色の毛で覆われる; 雄蕊20  
心皮4-5, 心皮は石細胞の集まりにより区切られる (楕円形); 果実は球形, 石細胞あり; 中国 

低木/亜高木; 雌雄異株; 葉は鋸歯縁 ; 花は目立ち, 雌花は単生, 雄蕊あるいは仮雄蕊 15 
果実は袋果で開出する; 種子は多数 (先端に翼がある); 南アメリカ

低木/亜高木, 常緑性; 葉は革質; 雄蕊15-20, 心皮5 (腹側で合着) 
果実は両側の縫合線に沿って裂開; 種子は各室2個; アメリカ南部, メキシコ

低木, 常緑性; 刺をもつ; 萼は宿存性, 雄蕊20, 心皮5; 果実は肥大した萼筒に5個の離生した種子 (pyrene)を含み, 上部は露出する 
ヨーロッパ南部からアジア

低木/亜高木; 刺をもつ; 葉は2型を示す; 雄蕊20, 心皮1-5; 果実はほぼ球形, 石細胞はない, 種子 (pyrene) 1-5 
北半球温帯地域 (特に北アメリカ東部) および中央アメリカ

高木, 常緑性; 葉は先が腺に終わる鋸歯縁; 花は 5数性, 両性花, 単生, 雄蕊15-20 
果実は木質化した蒴果 (部屋ごとに5弁開); 種子は各室に2個; メキシコ

低木/亜高木; 刺をもつかまたはもたない; 葉は長枝のみにつく; 雄蕊20, 心皮4-6 
果実は赤色, 石細胞あり, 種子 (pyrene) は5個程度; 南および中央アメリカ

低木/亜高木 (< 8 m); 葉は単葉; 雄蕊20; 心皮3-5 (合着), 花柱 3-5 (離生) 
果実は多肉質; メキシコ, テキサス

低木 (< 2 m, 多数枝分かれ), 落葉性; 葉は細く単葉, 短枝に束生する; 托葉は小型, 早落性 
花は小型, 両性花, 雄蕊15-20, 心皮2-3 (合着); 果実は漿果状で苦い; アメリカ西部

低木/亜高木, 落葉性; 葉は単葉, 托葉は小型; 雄蕊20 (またはそれ以下), 心皮2-5 
果実は小型, 食用, 石細胞あり; 北半球温帯地域 (北/中央アメリカ, 東アジア, ヨーロッパ)

高木/亜高木, 常緑性 (時に落葉性); 葉は単葉; 花序は小型の円錐花序で、赤褐色の綿毛に覆われる; 雄蕊20, 心皮1-3 
果実は多肉質のナシ状果で, 集団状の石細胞が柔細胞に取り囲まれる; 中央アメリカ (メキシコ南部からパナマ)

低木 (しばしば匍匐性) 稀に高木状, 常緑性, 刺はない; 葉は奇数羽状複葉; 小葉は 5-15(-20) 対; 雄蕊20, 心皮5 
果実は白色, 硬い多肉質, 種子 (pyrene) 5; 南中国, 台湾, 琉球, 小笠原, ハワイ

低木/亜低木/亜高木, 落葉性または常緑性, 時に刺をもつ;  萼は5個で早落性, 花弁5, 雄蕊20またはそれ以上, 心皮5 
果実は大型; 東アジア (中国, 朝鮮半島, 日本)

低木/小高木, 刺はない, 落葉性; 葉は腺で終わる鋸歯縁; 托葉は大型; 花は単生, 萼は早落性, 花弁は大型/ピンク色, 
雄蕊20またはそれ以上, 心皮5 (合着); 果実は大型で石細胞が多い; 中国 (南部中央, 南東, 北部中央)

高木/低木 (稀に常緑性, 稀に刺がある); 葉は単葉; 雄蕊15-50, 心皮3-5 (腹側の縫合線で裂開する)
果実は球形, 石細胞はない; 北半球温帯地域

低木/亜低木, 落葉性; 葉は全縁; 托葉は大型, 宿存性; 花は単生で目立つ, 両性花, 雄蕊15-25, 心皮5 (離生),  
花柱は離生; 果実は大型 (マルメロ果), 石細胞あり; コーカサス, クルディスタン

低木/高木, 落葉性; 葉は単葉で全縁; 花には芳香がある, 雄蕊20, 心皮1, 花柱は側生, 柱頭状 
果実は痩果 (一部は多肉質の萼筒から突き出る); 中国熱帯地域

高木/低木, 刺はない; 葉脈は羽状脈; 萼は果実期にはほとんどない, 雄蕊15-25 (しばしば 20), 心皮2-5 (合着)  
果実は多肉質な萼筒 (石細胞あり); 東アジア, 北/中央アメリカ

低木/高木, 落葉性; 枝、総花柄、小花柄には皮目が目立つ; 花弁は白色, 雄蕊15-20, 心皮2-5 
果実は赤色 (果肉中には石細胞が多く含まれる); 東および東南アジア

刺はない; 萼は宿存性

刺はない
萼は宿存性萼筒は子房の半分以上に合着  

(子房は半分以上が下位状態)
雄蕊20

托葉は早落性

萼筒は肉質化し,
裂開しない痩果を包む (= ‚ナシ状果‘) 

または多数の種子(pyrene)を含む核果
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